
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 39, Mar. 2013

81

　はじめに

ソリハシコモンエビ Urocaridella sp.はサンゴ

礁の岩のくぼみや洞穴の中などに生息し，そこに

来る魚類の口，鰓腔内，および体表などに付いた

寄生虫を食べる，魚類のクリーニングを行うこと

が知られている（亀崎ら，1988；峯水，2000；加

藤・奥野，2001）．クリーニングは夜間に活発に

行われるが，日中でも行われる（加藤・奥野，

2001）．また，夜間は波打ち際付近まで遊泳して

くることがある（峯水，2000）．

2012年 10月 22日に鹿児島県与論島茶花港で

ソリハシコモンエビ 1標本が得られた．本調査で

得られたソリハシコモンエビは，標本に基づく鹿

児島県からの初記録となる．さらに，ソリハシコ

モンエビは水中写真に基づく記録やダイバーによ

る観察例が多く報告されているが（亀崎ら，

1988；奥野，1994；加藤・奥野，2001），標本に

基づく日本国内からの記録は，これまでに奥野

（1994）による八丈島産の標本のみである．よって，

今後の分類学的研究や生物地理学的研究などに寄

与するために，この標本を記載し報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は馬場ら（1986）にし

たがった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 

mm単位まで行った．ソリハシコモンエビの生鮮

時の体色の記載は， KAUM-AT-155の生鮮時のカ

ラー写真に基づく．本報告に用いた標本は，鹿児

島大学総合研究博物館（KAUM）に保管されて

いる．

　結果と考察

Urocaridella sp.

ソリハシコモンエビ　(Fig. 1)

標本　KAUM-AT-155，頭胸甲長 5.4 mm，鹿児

島県大島郡与論島茶花港（27°03′01″N, 128°24′ 

05″E），水深 0.1 m，2012年 10月 22日，西山　肇・

岩坪洸樹．

記載　額角は頭胸甲長の 1.65倍で，斜上方に

伸びる．額角上縁に 7歯あり，そのうち後方の 3

歯は頭胸甲上にある．最も後方にある額角上縁歯

は頭胸甲背縁中央に位置する．額角下縁は 10歯

あり，付け根から先端まで短毛がある．頭胸甲の

正中部は，最も後方にある額角上縁歯の後方で隆

起が弱くなり，頭胸甲後縁付近で平滑になる．触

覚鱗長は触覚鱗幅の 4.08倍．触覚鱗後方の頭胸

甲側面に 1小棘がある．腹節の正中部は平滑であ

る．尾節は第 6節の 0.76倍．尾節の背側縁に 3

対の小棘，末縁に 2対の長い棘がある．歩脚はす

べて左右相称である．

生鮮時の色彩は，体が白色（生時は透明）で，

額角，第 3腹節の背縁，および尾扇に赤色斑と白

色斑がある．頭胸甲と腹節に赤色点がわずかに点

在する．歩脚は赤色と白色の縞模様である．

分布　日本国外では，紅海，インド洋から西

太平洋にかけて広く分布する（峯水，2000；加藤・

奥野，2001）．国内では八丈島，南日本の太平洋

鹿児島県与論島から採集されたソリハシコモンエビ Urocaridella sp.
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沿岸，および琉球列島に分布する（亀崎ら，

1988；奥野，1994；峯水，2000；加藤・奥野，

2001；本報告）．そのうち八丈島と鹿児島県与論

島からは，標本に基づく記録がある（奥野，

1994；本報告）．

備考　ソリハシコモンエビは，八丈島，南日

本の沿岸，および沖縄県で水中写真に基づく記録

やダイバーによる観察例が報告されていた（亀崎

ら，1988；奥野，1994；加藤・奥野，2001）．し

かし，標本に基づく日本国内からの報告は，これ

までに奥野（1994）による八丈島産の標本のみで

ある．したがって，本報告は標本に基づく鹿児島

県からの初記録である．

ソリハシコモンエビは，夜間に波打ち際付近

まで遊泳してくることがあり（峯水，2000），本

調査で得られた本種は夜間に港の岸壁付近の水深

約 0.1 mを遊泳しているところを採集された．

Fujino and Miyake (1969)は，和歌山県から得ら

れた 1標本に基づき Leandrites cyrthychusを新種

記載し，その後 Chace and Bruce (1993)は，本種

が Urocaridellaに帰属することを示した．かつて，

本種はソリハシコモンエビとされていた（例えば

亀崎ら，1988）．生時の斑紋パターンがソリハシ

コモンエビと異なるが，形態的に酷似する近縁種

ベンテンコモンエビ Urocaridella sp.とミカヅキ

コモンエビ Urocaridella sp.が存在する（奥野，

1994）．エチルアルコールでの保存下では小型エ

ビ類の標本は，生時の斑紋がほぼ完全に消失する

ため，ソリハシコモンエビ，ベンテンコモンエビ，

およびミカヅキコモンエビのうちどの種が U. 

cyrthychusであるのかを検討するのは困難である．

そのため奥野（1994）は，これら 3種に適用すべ

き学名の検討には多数の標本を比較する必要があ

り，ソリハシコモンエビと U. cyrthychusとは別

種である可能性があることを示唆した．本報告で

は奥野（1994）の見解にしたがい，ソリハシコモ

ンエビ Urocaridella sp.とした．
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Fig. 1. Fresh specimen of Urocaridella sp. from Chabana Fishing 
Port, Yoron-jima Island, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM-
AT-155, 5.4 mm CL).
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